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1 . 研 修 の経 緯 と目 的
経緯

北九州市上下水道局は、様々な国際協力事業を実施する独立行政法人国際協

力機構（JICA）との協力のもと、長年にわたりベトナムやカンボジア等東南ア

ジアを中心とした国々へ技術協力を行ってきた。また、近年はそれを土台とし

た海外水ビジネスを展開している。 

このような取組みを幅広い市民の皆様にご理解いただくとともに、次世代を

担う若者の育成を目的に、平成 29 年度に初めて「上下水道ユース人材理解促

進研修」を実施し、本事業などが「第 1 回ジャパン SDGs アワード」の特別賞

受賞につながることとなった。 

昨年度に引続き、今年度も本研修を実施するとともに、本市の下水道事業が

100 周年を迎えることを受け、「水はめぐる」をテーマに、JICA 草の根事業に

て、国内及び海外（ベトナム・ハイフォン市等）での体験型研修を実施する。 

目的

○ 下水道事業 100 周年となる今年は、人間の営みに欠かせない水とそれを支

える下水道の関係にスポットを当て「水はめぐる」をテーマとする。 

○ 北九州市内で基礎知識を習得した後、急激な都市化により水環境の改善が

課題となっているベトナム国ハイフォン市（本市の姉妹都市）での研修や

交流、北九州市の取組みの発信などを行う。 

○ 得た経験や知識を広く市民のみなさまに情報発信する機会を提供し、上下

水道の更なる理解促進を図る。 

○ 市民生活を支える重要なインフラである上下水道の安定的で持続可能な運

営のため、未来の上下水道人材の育成・確保につなげる。 

主催・後援

主催：北九州市上下水道局 

独立行政法人国際協力機構九州センター（JICA 九州） 

後援：北九州市、北九州市教育委員会、福岡県教育委員会、福岡県私学協会 

研修運営管理（業務委託）

受託者：(株)近畿日本ツーリスト九州 北九州営業所 
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2 . 事 業 スケジュール

上下水道ユース研修の流れ 

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 

事前説明会 

第１回国内研修 

第２回国内研修 

海外研修 

市長報告会 

エコライフステージ 

北九州市 SDGs 未来都市

キックオフイベント 

●
7/16 

事前準備 発表資料準備

学び・体験・研究 振り返る 伝える

市民の方へ 

研究成果を発表 

研修期間 

テーマを研究

●
7/30 

●
7/31 

8/6-8/11 

●
8/21 

10/6-7 

●11/4 

【国内研修】

北九州市の上下水道技術の

高さを実感！

【海外研修】

北九州市の国際貢献の現場と

ベトナムの現状・課題を実感！

【成果発表】

北九州市の国際貢献の現場とベトナムで

の取組みを市民に伝える！



3 

3 . 事 業 内 容

（ア）研修生等募集 

◆研修生

［対  象］北九州市内在住または市内の高校に通学する生徒   

［定  員］6名 

［募集期間］平成 30 年 4 月 25 日（水）～ 5 月 31 日（木） 

福岡県内の高校へ募集ちらし（参加申込書、募集要項、参加同意書含む）及びポスター

を郵送するとともに、市ホームページ、市長定例会見などを通して研修生の募集を行った。 

最終的に 56 名（15 校）より応募があり、参加申込書や作文をもとに研修生 6名の選考

を行った。なお、選考にあたっては、外部専門家を招いて選考委員会を開催し、以下の研

修生を決定した。 

 ≪研修生≫ ※50 音順

● 上月
こうづき

 花
か

織
おり

さん （八幡中央高等学校１年）

● 冨岡
とみおか

 優作
ゆうさく

さん （明治学園中学高等学校２年）

● 中村
なかむら

 瑞穂
み ず ほ

さん （西南女学院高等学校２年）

● 畠中
はたなか

 遥子
と お こ

さん （小倉高等学校２年）

● 深田
ふ か た

 鈴奈
す ず な

さん （戸畑高等学校２年）

● 松田
ま つ だ

 愛
あい

梨
り

さん （北筑高等学校１年）

上月さん 冨岡さん 中村さん 畠中さん 深田さん 松田さん



4 

上下水道ユース研修の募集結果 

１ 募集期間 

平成３０年４月２５日（水）～平成３０年５月３１日（木） 

２ 応募者  

合 計  ５６人（男 １３人/女 ４３人） ＊前年度比 ８人増 

高校数  １５校 ＊前年度と同数 

高校名 人数 

内訳 

高 1 高 2 高 3 

男 女 男 女 男 女 

北筑高校 14 4 6  4   

戸畑高校 7  4  3   

小倉商業 5  5     

八幡高校 5 3 1  1   

東筑高校 4 1 3     

西南女学院 4    2  2 

明治学園 4 1  1 2   

小倉西高校 3    3   

北九州高校 2   2    

東筑紫学園 2  1  1   

門司学園 2 1   1   

希望が丘高校 1    1   

小倉高校 1    1   

八幡中央高校 1  1     

八幡南高校 1    1   

合計 56 10 21 3 20 0 2 

内訳 31 23 2 
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◆サポートスタッフ

 今年度の新たな取組みとして、北九州市内及び近隣の大学生を対象に、本事業の補助を

行うボランティアの「サポートスタッフ」を募集した。

 これは、大学生の人材育成を図るとともに、より幅広い世代へ本市の取組みや上下水道

及び国際分野への関心を広めることを目的とする。

［対  象］北九州市内及び近隣の大学に在籍している方 

［受入人数］2～3名 

［募集期間］平成 30 年 5 月 21 日（月）～ 6 月 15 日（金） 

［活動内容］本研修の企画・運営補助、高校生による研修の成果発表に向けた企画・立案の

ファシリテーションなど 

  北九州市内の大学への訪問や市ホームページへの掲載により募集を行い、参加申込書や

作文をもとに選考を行った。以下の応募者 3名ともサポートスタッフとして決定するとと

もに、上下水道局のインターン生（大学院生）をリーダーとして 4名体制で実施すること

とした。 

≪サポートスタッフ≫ ※50 音順

● 尾
お

﨑
ざき

 奈緒子
な お こ

さん （北九州市立大学４年）

● 名越
な ご し

 翔
しょう

太
た

さん （北九州市立大学４年）

● 藤川
ふじかわ

 聖
きよ

剛
たか

さん （九州大学 修士１年）

● 山口
やまぐち

 雅
まさ

己
き

さん （慶應義塾大学 博士２年）＊上下水道局インターン生

尾﨑さん 名越さん 藤川さん 山口さん
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～研修生募集チラシ～
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（イ）事前説明会 

研修生とその保護者を対象に、国内研修や海外研修に向けた事前説明会を開いた。今

後のスケジュールや研修内容、現地での注意事項について説明を行うとともに、サポー

トスタッフが企画したアイスブレイクを実施した。

  初めて関係者が一堂に会する機会であったため、研修生は緊張した面持ちで参加して

いたが、サポートスタッフによるレクレーション等により徐々に打ち解けていく様子が

見られた。

  また、当日 JICA 草の根事業により北九州市を訪れたベトナム国研修員との交流で

は、研修生たちは時間を惜しむように積極的に質問等を行い、海外研修に向けてモチベ

ーションを高めていた。

【スケジュール】  

14:00～14:05  主催者挨拶（上下水道局長）

14:05～14:20  自己紹介（研修参加者全員）

14:20～14:40  オリエンテーション①（研修概要の説明）

14:40～15:00  オリエンテーション②（海外研修に関する案内）

15:00～15:10  質疑応答

15:10～15:30  ベトナム国研修員との交流

15:30～16:30 アイスブレイクタイム

16:30～16:35  事務連絡

16:35～16:55  質疑応答

16:55～17:00  主催者挨拶（JICA 九州）

日 時：平成 30 年 7 月 16 日（月・祝日）14:00～17:00
場 所：JICA 九州会議室

参 加 者：研修生 6 名及び保護者、サポートスタッフ 4 名

上下水道局・企画調整局・JICA 九州・㈱近畿日本ツーリスト九州関係者
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主催者挨拶（上下水道局長） 研修生挨拶

ベトナム国研修員との交流

アイスブレイクタイム 主催者挨拶（JICA 九州 市民協力課長）

アイスブレイクタイム
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（ウ）国内研修

北九州市の上下水道の技術・歴史・取組みや JICA の取組みに関する理解を深めるため、

市内での講義や施設見学等を行った。研修生同士や関係者の絆を深め、より研修を充実した

ものにするために、宿泊研修を含む 2日間の日程で研修を実施した。 

【スケジュール】  

08:50 集合（小倉北区役所西棟 7 階 710 会議室）

09:00～09:40  開講式

09:40～10:00  講話「水をみがくこと」

上下水道局長 有田 仁志

10:00～12:00  講義①「北九州の上下水道ってどんな仕組み」

       ・上下水道料金と経営

経営企画課 経営企画係長 西田 桂三

       ・配水管理～漏水・事故など緊急対応

配水管理課 配水管理係長 森木 茂広

       ・水源開発～導水～浄水

浄水課 水運用・研修担当係長 松瀨 浩一

       ・下水道の意義と運営・技術

下水道整備課主任 藏森 守、下水道計画課主査 菊地 康昭

       ・下水処理場の運営・維持管理

施設課 維持係長 末吉 明

13:40～15:00  視察① 本城浄水場見学「浄水場の仕組みと北九州市から誕生した

高度浄水処理技術（U-BCF）を学ぶ」

           本城浄水所 排水処理担当係長 田中 俊夫

15:20～16:00  視察② 北九州市立大学研究室「ベトナム人留学生の下水道研究を

視察する」

           北九州市立大学 安井 英斉 教授 

16:40～ 宿泊研修（JICA 九州）

グループワーク①「もっと知りたいこと」、レクレーション等

●国内研修（１日目）

日 時：平成 30 年 7 月 30 日（月）9:00～21:30
場 所：小倉北区役所西棟会議室、本城浄水場、北九州市立大学（ひびきのｷｬﾝﾊﾟｽ）、

JICA 九州（宿泊含む）

参 加 者：研修生 6 名、サポートスタッフ 4 名

上下水道局・企画調整局・JICA 九州・㈱近畿日本ツーリスト関係者

概 要：上下水道局長による講話にはじまり、上下水道の仕組みと技術、歴史に関す

る局職員による講義や浄水場の見学等を行った。 
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～開講式～

～講義～

 有田局長の講話では、北九州市の上下水道分野における海外での技術協力について、特に

本研修において訪問するベトナムでの協力関係を中心とした説明があった。講話の最後には、

研修生に対し、「百聞は一見に如かず。自分の目で見て自分の耳で聞いて考えてほしい。」と

の激励の声が送られた。

 続いて、上下水道局職員による講義を行い、研修生は上下水道の経営や浄水技術、下水道

処理技術など幅広い分野の基礎知識を学んだ。

主催者挨拶（有田 上下水道局長） 主催者挨拶（植村 JICA 九州所長）

講話「水をみがくこと」

［講師：上下水道局長 有田］

講義「上下水道料金と経営」

［講師：経営企画課係長 西田］
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～上水道施設見学～

 午前中に講義で学んだ浄水場の仕組みや技術を実際に目で見て学んでもらうため、本城

浄水場において施設見学を実施した。職員による説明も交え、飲める水ができるまでの過

程や、海外にも展開している北九州市が開発した高度浄水処理技術（U-BCF）について、

より理解を深める機会となった。

講義「配水管理～漏水・事故など緊急対応」

［講師：配水管理課 係長 森木］

講義「水源開発～導水～浄水」

［講師：浄水課 係長 松瀨］

講義「下水道の意義と運営・技術」

［講師：下水道整備課 藏森］

［講師：下水道計画課 菊地］

講義「下水処理場の運営・維持管理」

［講師：施設課 係長 末吉］
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～ベトナム人留学生との交流～

 北九州市立大学の研究室を訪問し、ベトナム人の留学生が行っている下水道研究につい

て説明を受けた。

浄水場内の施設見学

浄水技術について学ぶ
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～宿泊研修～

1 日目の研修内容を踏まえ、「もっと知りたいこと」をテーマにグループディスカッショ

ンを実施し、研修生からは多くの意見が出された。また、海外研修に向けて現地高校生に

発信する日本文化や関係機関への提言につき話し合いを行った。

グループワークの様子 ～「もっと知りたいこと」～

JICA でのレクレーション 海外研修についての打合せ
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【スケジュール】  

08:50 集合（JICA 九州会議室）

09:00～09:30  講義②「海外で活躍する北九州市の上下水道局」

        海外事業課長 一德 仁

09:30～10:00  講義③「世界の中で生きる・世界とともに生きる」

JICA 九州 市民参加協力課 主事 片岡 さつき

10:00～10:30  講義④「ベトナムで活動した協力事業」

JICA 青年海外協力隊 OG 福井 千尋さん

10:40～11:10  講義⑤「海外研修を経験して」

        明治学園中学高等学校 3 年 西野 友博さん

        （平成 29 年度上下水道ユース研修生）

11:10～12:00 グループワーク②

「今私たちにできること・これからの私たちにできること」

14:00～15:30  視察③ 日明浄化センター

       ・日明浄化センター見学「下水処理場について」

        東部浄化センター 浄化係長 奥尾 幸司

       ・水質試験見学「微生物の役割」

        水質管理課 検査係長 永石 昌也

15:30～16:30 視察④ ウォータープラザ北九州見学

       ・「最先端の下水道技術（膜処理）」

        海外水循環ソリューション技術研究組合 所長 濱田 英明

       ・「北九州市から誕生する下水道技術」（テストベッド見学）

        北九州市立大学 安井 英斉 教授 

16:30～17:30  グループワーク③「海外研修に向けて」

●国内研修（２日目）

日 時：平成 30 年 7 月 31 日（火）9:00～17:30
場 所：JICA 九州会議室、日明浄化センター、ウォータープラザ北九州

参 加 者：研修生 6 名、サポートスタッフ 4 名

上下水道局・企画調整局・JICA 九州・㈱近畿日本ツーリスト関係者

概 要：午前中は、上下水道局海外事業課や JICA の事業ついての講義や、青年

海外協力隊 OG、昨年度のユース研修生からの講演を実施した。午後か

らは、下水道の仕組みを学ぶため、日明浄化センターなど市内の下水

道関係施設を見学した。 
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～講義～

2 日目は、JICA 九州会議室での講義から始まった。研修生は、まず、北九州市の海外事

業について、目的や取組みの内容、また国際協力で培った信頼関係を基にビジネスへ展開し

ていることについて説明を受けた。

 また、JICA 九州の片岡主事からは、JICA の仕事やなぜ国際協力が必要なのか、今後ど

のように協力を進めていくのかについて、発展途上国と先進国のそれぞれの現状と課題を踏

まえて説明が行われた。

 続いて、青年海外協力隊としてベトナムへ赴任していた OG の福井さんによる講演を実

施した。現地の人たちとの交流や苦労話等、実体験を中心とした話に研修生は聞き入ってい

た。

 そして、平成 29 年度の上下水道ユース研修生西野さんからは、昨年度の研修での経験や

よりよい研修にするためのポイント、学んだことをどう発信していったか等についてアドバ

イスを受けた。

上下水道局の海外事業について JICA 九州片岡主事による講義

青年海外協力隊 OG 福井さんの講話 昨年度の研修生西野さんからのお話
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～グループワーク～

 研修生は２つのグループに分かれて、海外研修に向けて今できること、海外研修中にで

きること、帰国後にできることについて話し合った。研修生はその結果まとめて発表し、

発表を受けたスタッフからは期待の言葉と激励が送られた。

～下水道施設見学～

 午後からは、下水道の技術や仕組みについて学べる体験型の施設「日明ビジターセンター」

や、最新技術を見学できる「北九州ウォータープラザ」などを訪れた。見て触れて学べる施

設の見学や、実際に水質の実験等を行い、研修生たちがより理解を深める機会となった。

話し合いの様子 発表（左から上月さん・深田さん・畠中さん）

発表（左から松田さん・冨岡さん・中村さん） 講評
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下水処理場の見学 大雨体験

水質の実験水質試験所の見学

最先端の下水道技術（膜処理）の講義 北九州市立大学の実験
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□■□■□■□ 日本文化の発信 □■□■□■□

～市内呉服店から研修生への浴衣贈呈～

 本研修の参加者募集に関する報道を見た市内の呉服店「呉服のうめね」さんからのご提案

により、研修生６名に記念品として浴衣を贈呈いただいた。

 国内研修１日目に行った贈呈式では、店長の梅根 裕幸さんから研修生一人一人に浴衣が

渡されるとともに、暖かい応援の言葉が送られた。

 研修生は、海外研修で訪れる姉妹都市ハイフォン市において、関係機関への表敬や現地高

校生との交流の際にこの浴衣を着用し、日本文化を発信した。

（左から 「呉服のうめね」梅根店長、畠中さん、深田さん、冨岡さん、上月さん、中村さん、松田さん）
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（エ）海外研修 

ベトナム国ハイフォン市、ハノイ市を訪問し、北九州市上下水道局や JICA によるベトナ

ムでの取組みとその成果を実感してもらうための研修を行った。 

全体行程

８/６
（月）

08:30 

08:50 

10:30-

14:30-

16:00-

福岡空港集合

出発式

空路移動

JICA ベトナム事務所表敬

日本大使館表敬

福岡～ハノイ

ハノイ市内

８/７
（火）

07:40-

10:30-

13:30-

14:00-

16:00-

陸路移動

ハイフォン市人民委員会表敬

サポートセンター視察

ハイフォン市水道公社表敬

ハイフォン市上水道施設(U-BCF)視察

ハノイ～ハイフォン

ハイフォン市内

８/８
（水）

9:00-

11:00-

14:10-

15:30-

ハイフォン市内水環境視察

ハイフォン市下水処理場視察

ハイフォン市下水道排水公社表敬

現地高校生との交流

ハイフォン市内

８/９
（木）

 9:00-

11:00-

14:00-

陸路移動

ハロン湾の水環境視察

陸路移動

ハイフォン～ハロン湾 

ハロン湾 

ハロン湾～ハノイ

８/１０

（金）

 9:00-

13:10-

TOTO ベトナム工場見学

ハノイ市内見学

ハノイ市内 

文廟、ホーチミン廟、 

ハノイ大教会、 

ホアンキエム湖、 

玉山祠

８/１１

（土）

 1:20- 空路移動、帰国 ハノイ～福岡

 ＜海外研修同行者（一部同行者含む）＞ ※敬称略

   北九州市上下水道局：一徳、松本、樽海、林、藏森、冨田

JICA 九州     ：片岡

   北九州市企画調整局：森井

   報道機関 ：TNC 藤野、清武 西日本新聞 金田

   コーディネータ ：近畿日本ツーリスト 植田
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第１日目 8 月 6 日（月）

出発式

日 時：平成 30 年 8 月 6 日（月）  9:00 ～ 9:20 
場 所：福岡空港国際線出発ロビー

概 要：ベトナムでの研修を前に、福岡空港で出発式を行った。保護者や関係者が

見守る中、研修生代表として上月さんが挨拶を行い、海外研修への期待と

不安、そして意気込みを伝えた。

団長挨拶（海外事業課長 一徳） 研修生代表挨拶（上月さん）

出発
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JICAベトナム事務所表敬

 ベトナムの首都ハノイに到着後、JICA ベトナム事務所を訪問した。北九州市は、上下水

道など様々な分野で同事務所と協力して事業を行っている。

 対応いただいた小林次長からは、海外研修に向けて、ただ話を聞くだけではなく質問をし、

自分の意見を言うことを心がけるよう、研修生にアドバイスが送られた。

 また、清水氏からは、現状ベトナムの抱えている課題、ベトナムにおける日本の ODA に

ついて、インフラ整備や保健衛生改善、そしてハロン湾の水質改善について等の具体例を交

えて説明いただいた。

日 時：平成 30 年 8 月 6 日（月）  14:30 ～15:30 
場 所：JICA ベトナム事務所

対 応 者：小林次長、宗像氏、清水氏、アン氏ほか

概  要：14：30～14：35 研修生代表挨拶（研修生：深田 鈴奈）

14：35～14：40 JICAベトナム次長挨拶

14：40～15：10 JICAベトナム案件紹介

15：15～15：20 記念品贈呈（研修生：畠中 遥子）

15：20～15：25 写真撮影

研修生代表挨拶（深田さん） 小林次長のご挨拶
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在ベトナム国日本大使館表敬

日本大使館では、工藤二等書記官よりベトナム国の概要や大使館の仕事について説明を受

けた。日本とベトナム政府間での交渉や調整、ODA、日本文化等の広報、パスポートやビザ

の発行、現地在住の日本人のサポート等多岐にわたる大使館の仕事を知り、研修生は興味

津々の様子で質問していた。

実際にベトナムの大使館で働く書記官と意見交換を行うことで、海外と日本の架け橋とな

る仕事の大切さを実感する機会となった。

日 時：平成 30 年 8 月 6 日（月）  16:00 ～17:00 
場 所：在ベトナム国日本大使館

対 応 者：二等書記官 工藤氏

概 要：16：00～16：05 研修生代表挨拶（研修生：冨岡 優作）

16：05～16：10 大使館挨拶

16：10～16：40 歓談

16：40～16：45 記念品贈呈（研修生：松田 愛梨）

16：45～16：50 写真撮影

JICA ベトナムの皆様と清水氏のプレゼンテーション
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～海外研修初日を終えて～

研修生代表挨拶（冨岡さん） 講義の様子

工藤二等書記官と記念品の贈呈（松田さん）

夕食はベトナム料理。「おいしい」「びっくり

した」など、様々な感想が飛び交った。

～海外研修初日を終えて～

＜研修生の感想＞

●JICA ベトナム事務所を訪問して、国際協力はただ

技術を教えて終わりではなく、現地の人々だけで

成り立つようにする必要があることを学んだ。

●大使館の仕事は、パスポートやビザの発行だけで

はなく広報や経済活動の支援等幅広い業務を行っ

ていることを知った。

●街並みや食事などから日本とは異なる文化を学べ

た。

●質問を行うことで話題が広がることを実感した。

明日からも積極的に質問しようと思う。
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第 2 日目 8 月 7 日（火）

ハイフォン市人民委員会表敬

2 日目は、首都ハノイ市からハイフォン市へ移動し、日本の伝統文化である浴衣を着用し

てハイフォン市人民委員会を訪問した。人民委員会副委員長をはじめ関係機関の代表者等が

一堂に会し、研修生を暖かく迎えていただいた。

副委員長からは、研修生をはじめ今回の訪問団へ歓迎の意が伝えられ、また姉妹都市であ

る北九州市が上下水道、環境、教育分野においてハイフォン市に様々な協力を行っているこ

とに対して感謝の言葉が述べられた。

研修生は「人民委員会はどのような仕事をしているか」「自国（ベトナム）の水のイメー

ジは」「上下水道以外で課題があると考える分野は」「ベトナムの SDGs の取組みについて」

など、積極的に質問を行った。

日 時：平成 30 年 8 月 7 日（火）  10:30 ～11:30 
場 所：ハイフォン市人民委員会

対 応 者：ハイフォン市人民委員会 グエン・ヴァン・タイン副委員長ほか

     ハイフォン市建設局、外務局、教育局各代表ほか

     ハイフォン市水道公社代表ほか

     ハイフォン市下水道排水公社代表ほか

概 要： 10：30～10：35 人民委員会挨拶

10：35～10：40 研修生代表挨拶（研修生：畠中 遥子）

10：40～11：10 歓談

11：10～11：15 記念品贈呈（研修生：深田 鈴奈）

11：15～11：20 写真撮影
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表敬の様子 人民委員会副委員長のご挨拶

研修生代表挨拶（畠中さん） 人民委員会からの記念品贈呈

副委員長との記念写真 人民委員会の皆様と
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サポートセンター視察

研修生は、平成 28 年 4 月に開所した「北九州市海外事業サポートセンター」ハイフォン

事務所を訪問した。市職員より、地元企業等のビジネス拠点としての活用を目的に設置され、

レンタルオフィスやホテル・通訳の手配サポート等の機能を備えている旨の説明を受けた後、

実際に入居している㈱ジオクラフトの石原社長よりベトナムでの活動について講話いただ

いた。

 ㈱ジオクラフトの地図情報を活用した水道施設の一元管理システムについて、研修生は興

味深く話を聴き、質問を行っていた。

日 時：平成 30 年 8 月 7 日（火）  13:20 ～13:50 
場 所：ハイフォン市水道公社内 サポートセンター

概  要：サポートセンターについて（市職員より説明）

     サポートセンターを利用する企業の活動について

     対応者 ㈱ジオクラフト 石原社長

㈱ジオクラフト 石原社長からのお話サポートセンターについての説明
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ハイフォン市水道公社表敬

ハイフォン市水道公社表敬

 サポートセンターを後にした研修生は、北九州市の上水道分野で深い交流があるハイフォ

ン市水道公社を表敬した。

 クォン会長からは、北九州市の上水道分野の協力について感謝の意を表明されるとともに、

研修生に同水道公社のことを知ってもらい新たな関係が築けることを祈るとの言葉が送ら

れた。

 また、ハイフォン市や水道公社の歴史や組織について説明を受け、研修生は「ベトナムの

理想の水環境について」「北九州市とハイフォン市の友好関係について、市民は知っている

か」「水道料金の見直しについて」など、具体的な質問を行った。

日 時：平成 30 年 8 月 7 日（火）  13:50 ～14:40 
場 所：ハイフォン市水道公社

対 応 者：ハイフォン市水道公社 会長 チャン・ベット・クォン氏ほか

概  要：13：50～13：55 研修生代表挨拶（研修生：中村 瑞穂）

13：55～14：00 水道公社挨拶

14：00～14：20 水道公社よりプレゼンテーション

14：20～14：25 意見交換

14：25～14：30 記念品贈呈（研修生：上月 花織）

14：30～14：35 写真撮影

クォン会長のご挨拶 研修生代表挨拶（中村さん）
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ハイフォン市上水道施設(U-BCF)見学

 ハイフォン市水道公社において上水道の取組み等を学んだ研修生はビンバオ浄水場へ移

動し、北九州市が開発した高度浄水処理技術（U-BCF）が導入された施設を間近で見学し、
国内研修で訪問した本城浄水場との違いを感じていた。

 浄水場を案内いただいた職員の方との質疑応答の時間には、実際に水質が改善したことや、

この効果を市民にもっと知ってもらうための活動を行いたいとの言葉を受け、U-BCF の貢
献度を実感していた。

日 時：平成 30年 8月 7日（火）  16:00 ～17:00 
場 所：ビンバオ浄水場

概  要：ハイフォン市の浄水場（U-BCFを含む）の見学
     質疑応答

ハイフォン市や水道公社についての講義 水道公社の皆様と

ビンバオ浄水場の見学 浄水場内の様子
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U-BCFの見学 U-BCFについて質問する研修生

～「Ｕ-ＢＣＦ」の概要～

「U-BCF（上向流式生物接触ろ過）」は北九州市が独自に開発した高度浄水処
理技術で、他の処理技術と比較して安価な建設費用・維持管理費用で整備できる

という強みがあります。

今回研修生たちが見学したビンバオ浄水場のほか、ハイフォン市の主力浄水場

であるアンズオン浄水場への導入が決定し、今後はベトナム各地の浄水場へのU-
BCF整備を図ります。
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第 3日目 8月 8日（水）

ハイフォン市水環境視察

 ３日目からは、ベトナムの下水道分野について学ぶ研修が実施された。

 まず、研修生にハイフォン市内の下水道の現況と課題を理解してもらうため、ハイフォ

ン市下水道排水公社のクイン副社長やホアン部長にも同行いただき、市内視察を実施し

た。

【浸水区域の視察】

はじめに訪れたのは、スコールや降水量の多いときにはすぐに浸水してしまう地域であ

る。住宅や商店のひしめくような生活圏で度々浸水が起こってしまう事を知り、研修生ら

は下水道整備の必要性をより強く感じたようであった。

日 時：平成 30年 8月 8日（水）  9:00 ～10:00 
場 所：ハイフォン市内

対 応 者：ハイフォン市下水道排水公社 クイン副社長、ホアン部長ほか

概  要：9：00～ 9：15 浸水区域の視察

9：25～ 9：35 ハイフォン市内の水路の状況視察

9：45～10：00 腐敗層からの汚泥引き抜き状況視察
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【貯水池の視察】

次に、市内の貯水池の状況を視察。訪れた貯水池は、地域団体の清掃活動等により澄ん

だ水が保たれていたが、ベトナムの市民には河川がゴミ捨て場であるという認識がある等

環境に対する意識に改善点があることを学んだ。

【腐敗層からの汚泥引き抜き状況視察】

ベトナムでは、し尿処理のため定期的にセプティックタンク（腐敗槽）からの汚泥を引

き抜く必要がある。研修生は市内の一般家庭で実際に引き抜き作業しているところを見学

し、日本とは異なる市民の生活や考え方を感じていた。

～郊外の水路の状況～

市街地への移動中、生活排水がそのまま流されている水路を見学した。研修生はその様

子を五感で体感し、水質改善や排水施設整備の必要性を強く感じたようだった。
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ビンニェン下水処理場見学

 市内の水環境を学んだ後、ハイフォン市で初の下水処理場を訪問した。この処理場は、ハ

イフォン市の水質悪化や排水能力不足による浸水被害の改善を目的に建設され、その運転管

理について、北九州市は JICA草の根事業により企業と連携して技術協力を行っている。
 中原所長から処理場の概要について説明を受けた後、場内の施設を見学した。

日 時：平成 30年 8月 8日（水）  11:00 ～12:00 
場 所：ビンニェン下水処理場

対 応 者：日本工営㈱ 中原所長

概 要： 11：00～11：05 研修生代表挨拶（研修生：深田 鈴奈）

11：05～11：10 日本工営挨拶

11：10～11：30 処理場概要説明

11：30～12：00 処理場視察

中原所長による説明 施設見学の様子
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ハイフォン市下水道排水公社表敬

午前中にハイフォン市内の水環境を見学した研修生は、同市の下水排水施設の整備・管

理等を担い、下水道分野で北九州市と強い繋がりを持つハイフォン市下水道排水公社を表

敬した。

 ツァン会長一同より暖かい歓迎を受け、公社の役割について説明をいただくとともに、

今後も下水道の改善のため、北九州市や JICAのさらなる技術協力が必要であることが伝
えられた。

 また、公社のもつ今後の課題として「下水道への市民の理解促進」が挙げられると、研

修生は自身の視点で、ベトナムで人気がある「漫画」や「クイズ」を使ったアプローチや

「テレビコマーシャル」の製作、そして国内研修で見学した日明ビジターセンターを例に

「遊んで学べる体験型施設」の整備といった具体的な改善策を提案した。公社の皆様に

は、熱心に興味深くこの提案を聴いていただいた。

日 時：平成 30年 8月 8日（水）  14:10 ～15:00 
場 所：ハイフォン市下水道排水公社

対 応 者：ハイフォン市下水道排水公社 グェン・ミン・ツァン会長ほか

概  要：14：10～14：15 研修生代表挨拶（研修生：松田 愛梨）

14：15～14：20 下水道排水公社挨拶

14：20～14：40 下水道排水公社プレゼンテーション

14：40～14：45 記念品贈呈（研修生：中村 瑞穂）

14：45～14：50 写真撮影

表敬の様子 研修生代表挨拶（松田さん）
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現地高校生との交流

日 時：平成 30年 8月 8日（水）  15:30 ～17:00 
場 所：Tran Phu高校（ハイフォン市内）
対 応 者：Tran Phu高校 副校長先生ほか
概  要：15：30～16：00 ミーティング

16：00～16：10 歓迎挨拶

16：10～16：15 研修生代表挨拶（研修生：松田 愛梨）

16：15～16：20 Tran Phu高校生代表挨拶

16：20～16：50 交流（文化発表・ゲーム・合唱）

16：50～17：00 記念品贈呈（研修生：冨岡 優作）、写真撮影

公社の役割について 研修生からの提案（発表：上月さん）

記念品の贈呈（中村さん） 公社の皆様と
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研修生は、ハイフォン市の Tran Phu 高校から招待され、現地の高校生との交流会に参加

した。会場で待ち受けていたのは、同校で日本語を学ぶ約 100人の生徒たち。中には浴衣を

着用した生徒もおり、研修生は驚きを隠せず、はじめは緊張の面持ちだった。しかし、現地

の高校生からの日本をイメージしたダンス、アオザイを着用したベトナムの伝統的なダンス

の披露や、椅子取りゲームを行う中で、非常に打ち解けた様子を見せた。

また、研修生は日本文化の発信を行い、「北九州の夏祭り」をテーマに「祇園太鼓」、「お

みこ」、「屋台」や「花火」などの紹介し、現地高校生も一緒になって炭坑節を踊った。

交流会の終盤には、高校生同士で会話も弾み、絆を深めていた。

緊張の中、自己紹介する研修生

現地高校生による踊りの披露

（日本をイメージした踊り）

現地高校生による踊りの披露

（アオザイを着用した伝統の踊り）
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「北九州の祭り」を紹介 炭坑節を披露

高校生の皆さんと踊る炭坑節 先生方との一枚

Tran Phu高校のみなさんと
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第 4日目 8月 9日（木）

ハロン湾の水環境視察

 研修４日目は、ハイフォン市から世界遺産ハロン湾へ移動した。ハロン湾は観光地として

多くの人が訪れる一方で水質悪化が問題となっており、研修生は船で水質の状況を観察し、

観光地における環境保全の必要性と取組みを学んだ。

 また船内では、国内研修でも体験した水質試験を実施し、北九州市とベトナムの水の違い

をあらためて実感することとなった。

日 時：平成 30年 8月 9日（木）  11:00 ～14:00 
場 所：クアンニン省 ハロン湾

概 要： 世界遺産「ハロン湾」の水環境視察
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ハロン湾の水環境を学習

水質試験（北九州市の水道水、紫川、ハイフォン市の生活排水、ハロン湾を比較）
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第 5日目 8月 10日（金）

TOTOベトナム工場見学

研修生は、ハノイ市で研修最終日を迎えた。

まず訪れた TOTOベトナム工場では、山崎社長はじめ社員の皆様に暖かく迎えられた。
山崎社長からは、企業理念や業務内容、製品の特長などをわかりやすく説明いただき、

外国で経営管理することの喜びや難しさを学ぶことができた。

講義の後工場へ移動し、研修生は製品がつくられる過程を興味深く見学し、案内いただ

いた社長に積極的に質問していた。

 見学後は、同工場の社員食堂で、大勢の社員の中でベトナム料理「フォー」をいただく

という貴重な体験をした。

日 時：平成 30年 8月 10日（金）  9:00 ～12:00 
場 所：ハノイ市 TOTOベトナム工場
対 応 者：TOTOベトナム 山崎社長ほか
概  要：9：00～ 9：05 研修生挨拶（研修生：冨岡 優作）

9：05～ 9：10 TOTOベトナム工場挨拶

9：10～10：10 TOTOベトナムプレゼンテーション

10：10～11：10 工場見学

11：10～11：40 昼食（社員食堂にて）

11：40～11：50 記念品贈呈（研修生：松田 愛梨）、写真撮影

山崎社長の講義 製品について
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工場見学の様子

ラベル印刷（体験）にチャレンジ 質疑応答の様子

社員食堂にて昼食をいただく 山崎社長と
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ハノイ市内視察

日 時：平成 30年 8月 10日（金）  13:00～
場 所：ハノイ市内

概  要：サポートスタッフの企画によるハノイ市内の視察を実施

     ＜視察場所＞

      ホーチミン廟、文廟、旧市街地、ハノイ大教会

      ホアンキエム湖、玉山祠、水上人形劇、ナイトマーケット

ホーチミン廟

文廟
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～海外研修初日を終えて～

玉山祠 ハノイ大教会

旧市街地 ナイトマーケット

福岡空港にて解散

～ 帰 国 ～

研修生６名は、4泊 6日の海外研修を無事
終了し帰国の途に着いた。

大学生サポートスタッフ 4名の協力もあり
研修生たちの団結力は高く、タイトなスケジ

ュールの中でも最後まで元気に研修を楽し

む様子が印象に残った。

インターネットやテレビでは学べない経

験をして成長した姿に、成果発表への期待が

高まった。
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（オ）市長報告会 

 研修生は帰国後に北九州市役所を訪問し、国内研修や海外（ベトナム）研修で体験したこ

と、感じたことを市長に報告した。

 市長からは、今回学んだ多くのことを市民の皆様、そして同世代の友人にも伝えて欲しい、

との期待の言葉がかけられた。

 研修生を代表して冨岡さんが挨拶し、研修中に印象的であった事、それをもとに考えた事、

今後の両国の課題や自身の抱負などを報告した。

日 時：平成 30年 8月 21日（木） 14:00～14:30 
場 所：北九州市役所本庁舎

出 席 者：＜研修生＞

上月さん、冨岡さん、中村さん、畠中さん、深田さん、松田さん

＜大学生サポートスタッフ＞

尾﨑さん、名越さん、藤川さん

     ＜研修関係者＞

JICA九州 片岡氏、中野氏、上下水道局関係者
     ＜市側＞

      北橋市長、有田上下水道局長、久保田海外事業部長 

次  第：14:00～ 市長挨拶
14:05～ 研修生代表挨拶（冨岡さん）
14:10～ 意見交換
14:25～ 記念写真撮影
14:30  終了

研修生代表挨拶（冨岡さん） 記念撮影
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～国内・海外研修を終えて～

 ベトナムから帰国した研修生は、市長報告会で次のように感想を語った。

（以下発言順に記載）

私たちは書類審査を通過して、事前研修で上下水道に

関する知識を身につけ、8 月 6 日から 11 日の期間ベト
ナムのハノイ市とハイフォン市を訪れました。

北九州市がベトナム国に対して行う上下水道の技術

支援を知る、ということを目的に参加して、ベトナムの

かかえる問題や現地の人たちの話を聞いて、インターネ

ットや国内研修では知りえなかった、本当に多くのこと

を現地で知ることができました。本当にいい経験になり

ました。

ベトナムが抱えている問題の中で、私が一番印象に残ったのは、施設運営をし

ていく中で、国民の水に対する意識や考え方を変えていくことが第一の課題で

ある、ということでした。

それを聞いて、私たちはベトナムの下水道公社の方々に対して提言を行いま

した。その内容は、北九州市でいうと環境ミュージアムなどの体験型の施設、ま

た事前にベトナムで漫画が人気であることを知っていたので、漫画やＣＭなど

の媒体を通して、多くの人にその重要性を知ってもらう、というものです。

この提言に対して、ベトナムの下水道公社の方々から「とてもいいな」という

言葉をいただきました。この提言が実際に取り入れられ、将来ベトナムの水改善

に貢献していけばいいなと思います。

私たちはこの研修に参加して、北九州市がベトナムに対して行っている技術

支援等本当に多くのことを学びましたが、学んで終わりではなく、エコライフス

テージやＳＤＧｓクラブで、地元の人たちに学んだことを発信していきたいと

思います。

今回の研修で北九州市が行っている国際貢献を知ることができ、北九州市の

市民の一人として誇りに思います。

冨岡 優作さん（市長報告会 研修生代表挨拶） 
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研修中にベトナムのスコールを体験しました。ほんの１０分

の間で道路が一気に冠水し、店や家にまで水が届いていました

が、それがベトナムの人にとって当たり前のようになっていま

した。

私たちは大雨や台風がやってきたときでも、簡単には冠水す

ることはありません。そんな当たり前をベトナムの人たちの当

たり前に塗り替えていきたいと思いました。

ベトナムの下水道があまり発展していないというのは国内にい

るときから知っていましたが、なぜかはわかりませんでした。

現地で実際にベトナムの人の家を訪れたときに、セプティック

タンクというものが元からあって、それを下水道に変えても市民

の人たちにとってあまり利点がなく、利点はないのに下水道にか

かる料金が 85％上がってしまうので、そこに抵抗があってなかな
か普及しない、ということを知りました。

現地に行かないとわからないことが多かったので、研修に参加

してよかったです。

以前、少年少女国連大使として国連に行って、市長とお話をした

際に、北九州が水道の技術を伝えているということを聞き、実際に

どういうことをしているのか興味を持ったのでこの研修に参加し

ました。

実際に現地に行ってみて、川がとても黒くひどい状況だと思いま

したが、北九州市も以前はそうでした。

北九州市ではその状況を見ることが出来ませんでしたが、海外で

見ることができ、北九州市が同じ状況から市民運動で変えていった

すごさを実感できた一週間でした。

松田 愛梨さん 

深田 鈴奈さん 

畠中 遥子さん 
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国内研修で、U-BCFの技術がベトナムで使われているということ
を知りましたが、実際にどのように使われているかわかりませんで

した。

ベトナムに行って実際に使われているのを見て、水質向上に U-
BCFがとても貢献していることを知りました。

U-BCFがベトナムで使われているということは、北九州の市民の
人たちはあまり知らないと思います。それをエコライフステージや

SDGsキックオフセミナーで伝えていきます。
また、現地の同年代の高校生たちと交流することができて、ベト

ナム文化や食べ物についても広く教えてもらうことができたので、  

すごくいい経験になりました。

私の姉がベトナムに働きに行っていますが、ベトナムで食べ物

に中り、原因が水だったと聞きました。

実際に行って川の汚れなどを見て、日本では水道の水がのめる

が、ベトナムではミネラルウォータでないと飲めないということ

も実感できました。

川の汚れの様子や臭いは、日本にいてもわからなかったので、

実際に行ってみて体験できてよかったです。

中村 瑞穂さん 

上月 花織さん 

～ 上下水道局長を表敬 ～

市長報告会を前に、研修生６名は上

下水度局の有田局長を表敬訪問し、海

外研修等について報告を行い、各々が

印象に残ったことなどを語り合った。
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（カ）エコライフステージ 

 エコライフステージ 2018については、台風の影響を受け、残念ながら両日とも中止が決
定した。以下、エコライフステージに向けての準備状況や作成パネルを掲載する（作成した

パネルは SDGsキックオフイベントにて掲示）。

【準備状況】

日 時：平成 30年 10月 6日（土）～10月 7日（日） 
場 所：北九州市役所周辺広場

＜中止＞

●研修生は以下の２チームを編成●

 【技術チーム】

  上月さん、冨岡さん、深田さん

 【国際協力チーム】

  中村さん、畠中さん、松田さん
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～技術チーム作成パネル（3枚）～
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～国際協力チーム作成パネル（3枚）～
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（キ）北九州市 SDGS 未来都市キックオフイベント 

研修生６名は、「北九州市 SDGs 未来都市キックオフイベント」において、SDGs 取組みの

事例紹介として研修の成果発表を行った。 

SDGs に関心を持つ市民など約 900 名の参加者を前に、研修で学んだこと、感じたことを

発表し、北九州市の上下水道事業と国際技術協力についての取り組みを多くの人に発信する

ことができた。

発表後、参加者からは大きな拍手が送られ、イベントで記念講演を行った「尾木ママ」

こと教育評論家の尾木直樹さんからも、「国際協力は支援する側も学ぶことがあって素晴ら

しい。JICA などの研修に参加し、このような国の人々とこれから一緒になって地球をつ

くっていって欲しい。」旨の激励を受けた。

＊「北九州市 SDGs 未来都市キックオフイベント」 

 ・・・北九州市の SDGs 達成の取組みを進めるにあたり、取組みへの機運を高めるた

めに開催されたもの（主催：北九州市）。

日 時：平成 30 年 11 月 4 日（日）14:00～16:00
場 所：北九州芸術劇場 大ホール

主  催：北九州市

参 加 者：約 900 名

概  要：○主催者挨拶（北九州市長）

     ○記念講演（教育評論家 尾木直樹さん）

○SDGs 取組みの事例紹介（上下水道ユース研修生、シャボン玉石けん㈱）

     ○吉本興業のお笑い芸人登場
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みなさん、こんにちは。私たちは、上下水道ユース研修に参加した高校生 6 名です。

これから、私たちがこの研修で学んだことについて発表したいと思います。
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上下水道ユース研修とは、北九州市上下水道局と JICA 九州が主催する体験型研修

です。北九州市の上下水道事業と国際技術協力についての取り組みを地元の高校生が

知り、たくさんの方たちに発信することを目的としています。

7 月に行われた国内研修では、上下水道局や JICA の職員の方から、上下水道の技

術や国際協力について学びました。また、本城浄水場で、U-BCF という北九州市が

独自に開発した設備を見学したり、日明浄化センターで下水処理について学んだりし

ました。この研修で、昔の北九州市のような公害を克服することがいかにすごいこと

かがわかりました。また、体験型施設では、分かりやすく上下水道の歴史を学んだり、

もぐりんこという機械を動かしたり、楽しく学ぶことができました。
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8 月の海外研修では、ベトナムのハノイ市とハイフォン市に行きました。そこでは、

北九州市がどのように水道技術の支援をしているのか実際に見ることができました。

ベトナムでは、JICA ベトナム事務所で持続可能な支援の仕方について学んだり、

日本語を学んでいる高校生と、歌や踊りなどの文化交流をしました。また、汚染され

た川や、U‐BCF が導入されているビンバオ浄水場にも行きました。

私は、北九州市が、現地の人々の力で維持していけるシステム作りを支援している

ことに関心があり、この研修に参加しました。北九州市の技術力と公害克服の経験が、

国際貢献という形で役立っていることをうれしく思うとともに、支援の大切さがわか

りました。また、現地で働く方から、実際の苦労話なども聞ける貴重な経験となりま

した。
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私たちが研修で訪問したベトナムがどんなところかを説明します。

北九州からベトナムまでの距離は３，１６６㎞で飛行機で約５時間かかります。

今回、この研修に参加し、現地に行くことで、北九州が海外に協力、貢献している

ことを実感し、今までただ言葉として知っているだけだった、国際協力についてより

深く考えるようになりました。
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ベトナムの街並み、交通事情、食文化やベトナムの人たちの人柄について紹介しま

す。

フランス保護国時代の名残で西欧風の色使いやデザインの建物が立ち並んでいま

す。また、ご存知の通りベトナムはバイクであふれかえっており、バスに乗っている

と少し怖いです。

ベトナムは、電気代が高いため、飲み物を冷やすという文化がありません。そのた

め、レストランでも常温で提供され、氷を入れて飲むスタイルが基本です。港湾都市

であるため、エビやカニなどを使ったシーフード料理の種類が豊富でとてもおいしか

ったです。日本ではあまりなじみのないタニシ料理もありました。

ベトナムの人たちは、とてもフレンドリーで浴衣を着ていた私達に話しかけてくれ

ました。私たちは、最低限度のベトナム語しか知らなかったので現地の人たちとコミ

ュニケーションがあまり取れなかったことが残念でした。
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続いて、北九州市とベトナムの水環境の違いについて説明します。

まず、北九州市の水環境についてです。北九州市の紫川は、1960年代、生活排水や
工業排水を未処理のまま放流を続けた事により、水質汚濁が深刻化し、どぶ川となっ

てしまいました。しかし、市民、企業、市の三位一体の活動により、水質は改善され、

このようにイベントまで開催されるようになっています。では、昔の水質と現在の水

質はどれくらい違うのでしょうか。
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ＢＯＤと呼ばれる水の汚濁度を示す指標で比較すると、1965 年代の紫川の水質の
値が 32であるのに対して、現在のＢＯＤ値はなんと 3.0。約 10分の 1にまで減少し
ています。こちらの写真を見ていただくと、水質の変わりようが一目瞭然ですね。

先程、「市民、企業、市の三位一体の活動」と言いましたが、市民は洗剤の使用量を

減らすなどといった日常生活上での工夫、企業は工業排水をきれいにして放流すると

いった活動を行ってきました。では、市はどのように活動したのでしょうか。それは、

下水道事業の推進です。

このグラフを見ると、北九州市の下水道普及率が上がっていくにつれ、紫川の平均

ＢＯＤが下がっているのが分かります。現在では、その高い処理技術をベトナムを含

むアジア諸国に提供しています。
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つづいて、ベトナムの水環境についてです。

ベトナムでは、大部分の地域でし尿以外の生活排水は河川に直接垂れ流しになって

います。し尿については、セプティックタンクと呼ばれる腐敗槽に汚泥をためて、4
～5年に 1回バキュームカーで引き抜き処理を行っています。それでも、腐敗槽の老
朽化などの問題により、汚泥が漏れだしたりしているところもあり、早急に下水道を

整備する必要があります。そのためには、課題として、市民の方々に説明会などを開

いて、下水道の重要性について知ってもらわなければなりません。
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つぎに、北九州市の海外への技術支援についてご紹介します。

ベトナムで活躍している技術の 1 つに U-BCF があります。U-BCF とは、上向流
式生物接触ろ過の略で、活性炭に微生物を住まわせ、その自然浄化作用を利用して、

水を下から流し、アンモニアなどを分解して、カビ臭などを取り除く施設です。安全

でより良質な水を作る事ができます。

私たちは、ベトナム研修に行く前に基本知識を身につけるため国内研修で、U-BCF
を採用している本城浄水場に行きました。U-BCF を採用するまでは、沢山の家庭か
ら「少し水がカビ臭い」などの問い合わせがあったけど、採用した後「におい」につ

いての問い合わせはほぼ 0 になったと聞き、U-BCF のすごさを実感する事ができま
した。
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ベトナム研修では、ハイフォン市のビンバオ浄水場へ行き、U-BCF を使っての現
地の人の声を実際に聞く事ができました。現在、ベトナムでは、都市部でも生活雑排

水が川に流入するなどの問題があり、水質の悪化が心配されています。現地の職員の

方は、U-BCF を導入した事で「臭いや色が取れて前よりきれいな水になった」とコ
メントしていました。

1960 年代の北九州市は、重工業化を中心に発展し、それにともない工場排水によ
り「洞海湾」は死の海とよばれました。この時代と似たような問題を抱えているベト

ナムに、その教訓を活かし、技術支援を行っていることは、北九州市に住んでいる市

民として誇りに思うし、ベトナムの社会発展に貢献している北九州市はすごいと思い

ました。
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ここで、着目点を国際協力に置いてみます。そもそも、何故国際協力が行われてい

るのでしょうか。

北九州市は、私達市民の税で国際協力を行っています。もちろん、その税は発展途

上国の人々のためだけではなく、私達にも巡り巡ってプラスになるように使われてい

ます。例えば、今回、私達が行なった技術協力では、長い目でみると、発展途上国の

人々は生活が豊かになる、北九州市は、U-BCF などでビジネスとしてのチャンスを
生む事が出来る。このように、WinWinな関係になるのです。そんな北九州市の国際
協力は、SDGsと呼ばれる、持続可能な開発目標の達成に取組んでいます。その、SDGs
のジャンルは数多く存在しますが、今回、私達が行った技術協力は 6番目の「安全な
水とトイレを世界中に」に当たります。 

私の通っている北筑高校でも各グループごとにわかれて SDGs の探索授業が行わ
れていますが、私の班では 2番目の「飢餓をゼロに」を調べています。
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これらの目標を達成するには、先進国が協力して一時的に解決するだけではリミッ

トの 2030年に間に合いません。
私達が開発途上国の人たちの人材育成をして技術を習得してもらい自分達で問題

を解決する事が必要です。さらに、教えてもらった側が教える側になり知識や経験を

広める事が重要です。
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次に、実際の北九州市の国際技術協力についてご紹介します。

北九州市は、ハイフォン市に上下水道の技術を提供し、人を育てる協力を行ってい

ます。具体的には、水処理、水質試験などの技術支援を実施しています。また、市と

市内企業が協働で支援しているものも多いです。

この機械は、下水管の内側に、ひび割れなどの異常が無いかカメラを使って点検す

る「もぐりんこ」というロボットです。そして、これらの写真は、私たちが実際に行

った、建設されたばかりのビンニェン下水処理場とビンバオ浄水場の写真です。行っ

てみて、様々な施設で北九州市の技術協力が行われていることを知る事ができまし

た。また、ただ技術を教える事だけでなく、一緒にその土地にあった方法を探すとい

う話を聞いて、自分たちの技術を広めるためにはそのような考え方が大切なのだと思

いました。

このように、私たちは、北九州市の技術がベトナムで役立っている様子を実際に見

てくる事ができました。
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北九州市は、国内外で人を育てる協力を行っています。海外への市職員の派遣は、

上下水道で 13 ヶ国、延べ 197 人、海外からの研修生の受入れは、155 ヶ国 5,786 人

の受入れを行っています。

一枚目は、ハイフォン市の職員が北九州市で下水道展を視察している様子です。

二枚目は、ハイフォン市の職員が皇后崎浄化センターで下水道技術を学んでいる様

子です。

三枚目は、市内の企業と一緒にハイフォン市で下水処理場の現地指導を開始するセ

レモニーの様子です。

この様に、北九州市は、様々な方法を駆使し、国際技術協力を行っている事が分か

ったかと思います。
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4 . 参考資料
報道 

＜新聞＞ 

媒体名 報道日 内容 

毎日新聞 4 月 26 日 朝刊 研修の募集開始について 

西日本新聞 5 月 1 日 朝刊 研修の募集開始について 

西日本新聞 7 月 31 日 朝刊 研修のスタート 

西日本新聞 8 月 7 日 朝刊 海外研修に向け出発 

西日本新聞 8 月 9 日 朝刊 海外研修の様子 

西日本新聞 8 月 22 日 朝刊 市長報告会について 

朝日新聞 8 月 22 日 朝刊 市長報告会について 

西日本新聞 
8 月 31 日

～9月 5日
朝刊

実を結ぶ水の絆 ベトナム・ハイフォンの今 

(連載 4回) ※本誌 74～77 頁参照 

西日本新聞 11 月 28 日 朝刊 成果発表（北九州市 SDGs 未来都市ｷｯｸｵﾌｲﾍﾞﾝﾄ） 

＜テレビ放送＞ 

媒体名 報道日 内容 

テレビ西日本 4 月 26 日 朝 研修生の募集開始 

ＮＨＫ 7 月 30 日 昼 研修スタート、国内研修の様子 

ＲＫＢ毎日放送 7 月 30日 夕 研修スタート、国内研修の様子 

テレビ西日本 8 月 9 日 夕 海外研修の様子 

テレビ西日本 8 月 21 日 夕 市長報告会 

テレビ西日本 8 月 29 日 夕 海外研修（特集） 

J:COM 11 月 7日 夕 成果発表（北九州市 SDGs 未来都市ｷｯｸｵﾌｲﾍﾞﾝﾄ） 

＜その他＞ 

北九州市上下水道局ホームページ

http://www.city.kitakyushu.lg.jp/suidou/s00401012.html 

JICA 九州ホームページ

https://www.jica.go.jp/kyushu/eco/sdgs/2018/201810.html 
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～西日本新聞連載記事～ 

西日本新聞 2018 年 8 月 31 日朝刊 20 面_北九州版
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西日本新聞 2018 年 9 月 1 日朝刊 28 面_北九州版
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西日本新聞 2018 年 9 月 4 日朝刊 18 面_北九州版



77 

西日本新聞 2018 年 9 月 5 日朝刊 20 面_北九州版
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